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不規則を隙間に問詰石_ (まづめい

し)を詰めていく=松浦弘昌撮影

垣
邁
印
二
大
津
垂

い
く
作
業
が
行
わ
れ
た
。
約
勘

考
四
方
の
積
み
石
が
ク
レ
す
ン

で
運
ば
れ
て
き
た
。
粟
謁
社
長

が
ピ
ー
ン
と
張
ら
れ
た
水
薬
を

見
な
寧
室
岡
さ
と
頗
斜
を
確
認

し
「
少
し
奥
へ
」
と
指
示
を
出

す
。
石
工
た
ち
が
テ
コ
の
頗
踵

で
バ
ー
ル
を
使
い
、
1
窄
ほ
ど

挿
し
込
ん
だ
⑱
　
「
よ
し
、
カ
イ

シ
や
。
し
ー
っ
か
り
留
め
ろ
」
(
栗

田
社
長
)
。
カ
イ
シ
と
は
艦
介

石
(
と
も
か
い
い
し
)
と
い
わ

日
本
の
域
の
土
台
に
欠
か
せ

な
い
強
く
て
美
し
い
石
垣
÷
」

の
石
垣
造
り
の
名
手
と
い
わ
れ

た
の
が
比
叡
山
麓
の
穴
太
(
あ

の
う
)
・
坂
本
鞄
区
の
石
工
集

団
、
穴
太
秦
で
あ
る
。
穴
太
秦

は
明
治
以
降
衰
退
も
次
々
と
廃

業
す
る
。
そ
ん
な
中
で
伝
統
を

二
を
守
り
、
現
代
に
継
承
す
る
の

が
栗
田
建
設
(
大
津
市
)
だ
。

8
月
3
日
。
広
島
県
の
J
R

三
原
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
5
分
、

坂
を
上
り
き
っ
室
岡
台
に
タ
ケ

ウ
チ
建
設
(
三
原
市
)
新
本
社

ビ
ー
ル
の
建
設
現
場
が
あ
っ
た
。

三
原
城
跡
と
調
和
す
る
景
観

一
に
し
た
い
」
と
い
う
同
社
の
要

望
を
受
け
、
高
さ
9
㍍
幅
鷲
肋

の
石
垣
を
造
る
と
い
一
言
足
元

に
は
大
中
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ

ズ
に
割
ら
れ
た
数
多
く
の
香
川

県
産
庵
治
(
あ
じ
)
石
(
花
こ

う
岩
)
。
炎
天
下
の
中
、
1
5
代

目
穴
太
秦
頭
(
か
し
ら
)
の
栗

田
純
徳
社
長
(
撃
と
石
工
3
、

人
が
黙
々
と
働
い
て
い
た
。

石
垣
は
東
側
が
高
さ
約
3

㍍
、
茜
側
が
1
㍍
程
度
ま
で
積

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
月
は
東
の

表
面
を
微
調
整
し
た
後
、
西
に

積
み
石
を
右
か
ら
順
に
置
い
て

れ
る
劉
茎
闘
後
の
石
で
積
み
石

を
後
方
下
部
か
ら
支
え
る
。
カ

イ
シ
を
槙
重
に
差
し
込
む
と
績

み
石
が
ピ
タ
ッ
と
決
ま
っ
た
。

次
に
石
工
た
ち
は
栗
石
(
ぐ

り
い
し
)
と
呼
ば
れ
る
小
石
を
、

積
み
石
と
土
砂
面
の
間
に
丁
寧

に
詰
め
込
ん
で
い
く
。
カ
イ
シ

も
粟
石
も
外
側
か
ら
は
見
え
な

い
。
「
人
に
見
え
な
い
所
が
石

垣
を
支
え
る
。
い
い
加
瀬
な
仕

事
は
で
き
な
い
」
と
栗
田
社
墓

穴
太
秦
を
兄
い
だ
し
た
の
は

織
田
隻
だ
と
い
う
;
5
7

1
年
、
比
叡
山
を
焼
き
打
ち
に

し
た
信
長
は
周
辺
の
石
垣
を
壊

そ
う
と
す
る
が
堅
ろ
う
で
で
き

な
い
。
穴
太
秦
の
技
と
知
る
と

一
転
、
安
土
城
の
石
垣
造
り
を

命
じ
る
。
そ
の
後
は
豊
臣
家
、

徳
川
家
な
ど
に
庇
護
さ
れ
名
古

屋
城
、
大
坂
城
、
江
戸
城
等
の

築
城
に
参
加
。
名
だ
た
る
城
の

石
垣
造
り
を
担
っ
て
き
た
。

穴
太
秦
の
ふ
る
さ
と
、
大
津
市
振
本
地

区
に
は
衛
の
至
る
所
に
石
垣
が
あ
る

穴
太
秦
の
技
の
璧
恩
と
は
何

か
藁
田
社
長
に
尋
ね
る
圭
石

の
声
を
聞
け
、
と
い
う
こ
と
㌔

現
場
の
様
々
を
石
を
一
づ
一
つ

よ
く
観
察
し
て
特
徴
を
頭
に
入

れ
る
む
そ
し
て
「
石
が
行
き
た

い
所
に
行
か
せ
る
」
盲
う
。
 
-

積
み
石
を
置
く
度
に
、
石
に

話
し
か
け
る
よ
う
に
顕
を
か
が

め
る
栗
田
社
長
。
そ
の
姿
は
ま

る
で
プ
ロ
棋
士
が
、
次
の
一
手

を
思
案
し
て
い
る
か
の
よ
う

だ
。
「
2
手
3
手
先
の
石
を
考

え
る
。
師
匠
(
絶
代
臣
)
の
祖

父
は
4
手
5
手
先
ま
で
考
え
、

そ
れ
が
す
べ
て
合
っ
て
い
た
」

と
い
う
。
実
際
に
次
に
運
ば
れ

て
き
た
石
は
、
パ
ズ
ル
の
パ
ー

ツ
が
か
み
合
う
よ
う
に
で
隣
や
、

下
の
石
と
凹
凸
が
合
っ
た
。

t
積
み
石
は
一
つ
置
く
の
に
1

時
間
近
く
か
け
る
。
正
式
に
置

く
前
に
仮
置
き
し
て
石
同
士
の

接
点
を
見
極
め
、
削
り
が
必
要

な
表
面
の
部
分
に
墨
付
け
し
て

亘
外
す
。
ノ
ミ
や
コ
ヤ
ス
ケ

を
使
っ
て
墨
付
け
部
分
を
削
り

接
点
を
増
や
す
∵
」
の
搾
業
の

た
め
1
日
に
置
け
る
積
み
石
は

1
 
0
個
程
度
。
石
垣
連
盟
と
は
こ

れ
を
何
百
、
何
千
、
位
万
国
と

繰
り
返
す
作
業
な
の
喜

現
在
の
仕
事
は
国
虹
中
心
だ

が
、
数
年
前
に
米
テ
キ
サ
ス
州

「
ダ
ラ
ス
÷
ロ
レ
ッ
ク
ズ
タ
フ

⊥
の
外
樺
に
石
垣
を
繁
く
な

ど
海
外
需
要
も
開
招
じ
て
い

る
。
栗
田
社
長
は
「
伝
統
の
技
を

、
世
界
に
広
げ
、
未
来
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
す
。
(
浜
部
貴
司
)


